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成果の概要

微惑星の形成モデルの一説に重力不安定がある。本研究の目的は、２次元数値シミュレー
ションで重力不安定が軸対称・非軸対称どちらで起こるかを明らかにすることである。鉛直
方向 (公転軸方向)の厚みが十分に小さいとする２次元薄板モデルを用いた。物理量が動径
方向と回転方向の両方の座標に依存するとした。強いガス抵抗によりダストとガスは水平
方向には一体となって動くと仮定し、ガスとダストは１流体として扱った。しかし、ダス
トの沈殿も考慮に入れ、すなわちダスト沈殿を近似的に解析的に解いて、空間密度の時間
変化として取り入れた。数値計算手法として運動方程式にはCIP法、自己重力の Poisson
方程式には FFTを用いた。さらに、摂動を初期にのみ与えるだけでなく、定期的（１ケ
プラーシア毎）に与え、摂動が及ぼす影響をみた。その結果、初期にのみ摂動を与えた場
合は初期のダスト空間密度条件により異なる結果となったが、定期的に与えた場合は初期
条件によらず、非軸対称な重力不安定が起こることが確認された。




